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＜連絡事項＞
・令和3年度　医療機器研修を下記の日程で実施します。
　　日　時：2月1日（月）・5日（金）17:15～18:15
　　場　所：メンタル3階会議室
　　テーマ：｢AEDの取り扱い方法・蘇生バック・気管挿管セットについて｣
　　講　師：澁谷　育美　JGM
　
　　※出席する際はマスクを着用し、なるべくソーシャルディスタンスを
　　　保つようお願いします。

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・沢山　等様～田中Ｄｒ．診察にて、1/8から食事カロリーを1400ｋcalへ減量しているが、1/18測定時で体重2ｋｇ増加あり。週１回の体重測定指示あり。また2/7の採血結果により空腹時血糖測定も検討していく。

・北村　イウ子様～田中Ｄｒ．診察にて、肺雑音は聞かれないが、断続的に発熱が見られるため、発熱感染症対応として、2/2検査結果までタゾピペによる抗生剤治療を開始。本日２本処方、明日より１日３本実施。

・石橋　公美子様～夫様より、後２週間ほどで退院となる予定であると連絡あり。

・藪　真弓様～面談について主治医と家族へ確認し、2/1　16：00面談となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。開放中ホール内を落ち着きなくウロウロしている。時折来詰し妄想様発言あるが自ら切り上げる事は出来ている。入室中は臥床しながら独語や放歌している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。脱衣行為や他室侵入あり、早めに開放観察終了としている。自傷行為や危険行為はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～終日隔離中。8:30、12:30ロキソプロフェンNa(60)1T服用。他者の声が聞こえるたびに叫んだりドア蹴りしたりしている。スタッフ対面時は不機嫌さ無く穏やか。15時～16時開放観察実施。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
[bookmark: _Hlk62478463]・石橋　公美子様～食事以外は自室で過ごす事多いが、不安感や不調の訴えはない。スタッフ対応穏やか。

・平濱　カネ様～車椅子乗車しホールにて過ごす。不穏さや帰宅要求なし。車椅子周囲の物を弄っているが、破損行為や危険行為はない。

＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～飲水は自制できているが、「夜間眠れない」と訴えあり。臨時薬エチゾラム(0.5)1T→エスタゾラム(2)2Tへ変更、コントミン(12.5)3T追加処方となる。

・小澤　和子様～今朝同室者より粗暴行為があったが、外傷はない。精神症状の変化は無い。臨時薬同内容にて継続処方。

・若沢　理子様～今朝、同室者へ粗暴行為あり一時的に個室にて対応している。診察時、個室トイレへ籠っている。主治医の声掛けでトイレから出て、「いつ退院出来ますか」と話している。昨日よりクエチアピン追加しているので、様子観察とする。

・安達　貴広様～買物の件で一時的に興奮する事があり、担当スタッフと母親にて買い物の取り決めをしている。Bユニットでの開放時間を午前午後２時間ずつとし、易怒性や他者トラブルが無いようであれば、Bユニットへの移動も候補とするとのこと。血糖値や中性脂肪を気にし、夕食より普通盛りに変更となる。

・小笠原　久年様～特に煙草関係の幻聴にてイライラが増強する様子。診察時、海外旅行に行くなどの妄想的な発言も聞かれている。

・城前　実様～片麻痺はあるが、車椅子自操し日課は概ね自立している。精神症状の悪化もなく疎通は取れている。2/4採血に糖セット追加。

・丹内　栄子様～言動面の荒さは無いが、迷惑行為は続いている。ハロペリドール錠(0.75)3T追加にて様子観察していく。

・藤井　孝蔵様～食事も2/3ほど摂取出来ており、身体面での悪化は見られない。妄想的な発言や被刺激性もなく落ち着いている。

＜皮膚科情報＞
・澤口　利香様～両前腕に発赤・掻痒感あり。創痕は軽快しているため、軟膏はデルモゾールDPへ変更。排便後、臀部の痒みがあると訴えあるが、臀部の診察拒否あり、デルモゾール塗布し、改善なければ臀部も診察すること本人へ説明している。

・栗澤　みつ子様～爪白癬の持参薬外用液なくなったため、テルビナフィン外用液処方となり、処置は継続。

・蛯名　政行様～持参のテルビナフィンクリームあり、新規。白癬あり、クリーム
よりは外用液の方が良いとのことでテルビナフィン外用液処方
となる。

・中村　留理子様～爪白癬処置継続。下肢掻痒感訴えあり、ヘパリン類似物質クリーム処方となる。

・角田　幸子様～臀部に表皮剥離あり、新規。エアウォール保護の指示。
